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2Gp-4 環境家計簿の役割の再評価

○井元りえ゛ 小渾紀美子“

東゙京学芸大連合大学院,”東京学芸大）

家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

＜ 目的 ＞　 温暖 化防 止等の 地球環境問題解 決のた めにライフ スタイ ルの変革 が不可欠 とされ 、そのための一

方 法として 環境家計簿 が注 目されてい る。 本研究 は、環境家計 簿お よびそれ らの記帳結果調 査資料を基に ラ

イフ スタイル の特徴 とそ の示唆す る問 題点を捉え 、さらに現在 の環境家計簿 の利 用の仕方を1980 年 代に盛

岡 らが 提唱した環境家 計簿の役割 と比較 し、今後の環境家 計簿の役 割と展望を考察するこ とを 目的 とす る。

＜方 法＞　環境庁、 自治体 、各種団 体お よび企業 などで作成 している環境家 計簿31 種類の内容を 分析し、

さ らにそ れらの記帳結 果を集計した調査資 料にお けるライフ スタイル の特徴と問題点を明らかにす る｡また、

1980 年代に 大阪 大学の研究 グル ープ が提唱し た「新しい 家計簿」に関する論文や 盛岡 通著『 身近な環境づく

り』1986. に示 された環境家 計簿の役割を再 考し、今後環境家計簿 が果 たす役割 と展望につ いて考察す る。

＜結果 ＞　環境家 計簿お よび 記帳結果 を集計し た調査資料 からは、ライフ スタイ ルが住 宅構造や 生活時 間と

関連してお り、社会 構造や 制度によ る制約を受け ているこ とが明らかになっ た。 また、 盛岡らは、環境家 計

簿 を、環境づ くり の六段階 のプ ロセス の中の 第三 段階において 課題の明確化 と目標設定 を行うため に利 用す

る ものであ ると位 置づ けてお り、その後 市民 と行 政とが協力し て環境づくり の行動や事業 を実践するこ とを

目的 としてい る。 しか し、現在 の環境家 計簿運動は 、家 庭内 の個 人の努力の みを目的 としてお り、社会シ ス

テ ムとして問題を解 決する視点に欠 けてい る。
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家 計 簿 か ら み た 戦 中 ・ 戦 後 の 家 計

重 川 純 子 （ 埼 玉 大 ）

的　 大 阪 の 会 社 経 営 者 の 家 庭 で 昭 和 ６ 年 か ら 昭 和24 年 ま で 記 帳 さ れ た 家 計 簿 を も と

家 族 の 変 化 、 時 代 の 経 過 が 家 計 構 造 に 及 ぼ す 影 響 を 明 ら か に す る 。 特 に 、 記 帳 期 間 に

れ る 戦 中 、 戦 争 直 後 の 衣 食 の 家 計 消 費 の 実 態 を 明 ら か に す る 。

法　 記 帳 者 で あ る 妻 が 月 ご と に 集 計 し た も の と 日 計 簿 を 再 集 計 し 、 支 出 を 中 心 に 分 析

っ た 。

果　 本 家 計 は 夫 婦 と　10人 の 子 供 を 中 心 と し た 生 活 で あ り 、 記 帳 期 間 は 子 育 て 期 に あ

。 夫 の 事 業 は 終 戦 前 は 軍 需 産 業 と し て 、そ の 後 も 平 和 産 業 に 転 換 し 継 続 発 展 し て い る 。

簿 に は 収 入 の 記 録 は ほ と ん ど な い が 、 事 業 の 好 調 が 高 い 消 費 支 出 を 維 持 す る 基 と な っ

て い る 。 記 帳 初 年 の 昭 和6 年（ 家 族 ５ 人 ）の 消 費 支 出 額 は591 円 と 、 同 時 期 の 家 計 ＊に 比 べ 高

い 。 食 費 実 質 値 は 昭 和　17年 以 降 減 少 し 、21 年 が 底 と な る が 、24 年 に は16 年 以 前 の 水 準 に

回 復 し て い る 。21 年 の 食 費 割 合 は30.7  % と 低 い が 、 農 作 物 用 費 用 割 合 が21.8  % と 高 く 、 自

給 努 力 が 行 わ れ て い る 。 終 戦 前 は 穀 類 の 約 ９ 割 は 米 で あ っ た が 、22 ～24 年 に は 米 の 割 合

が 低 下 し 、 麦 、 メ リ ケ ン 粉 、 パ ン ・ う ど ん 加 工 割 合 が 高 く な っ て い る 。 被 服 費 は 戦 前 は 比

較 的 高 水 準 で,      17年 の 衣 料 品 切 符 制 の 実 施 後 の18  、19 年 は 特 に 高 い が 、20,21 年 は 極 端 に 低

い 。 貯 蓄 は 昭 和20 年 時 点 で,      18,19年 の 年 支 出 額 の2.5 倍 額 を 保 有 し て い る が 、 イ ン フ レ で

目 減 り し 、 そ の 多 く は22 年 の 財 産 税 徴 収 に 回 さ れ て い る 。 裕 福 な 本 家 計 で あ る が 、 食 費

被 服 費 の 変 化 等 で 他 の 家 計 と 同 様 の 傾 向 が 確 認 さ れ た 。

・『 家 計簿 から みた 近代日 本生 活 史』（東京 大 学出 版会 、中 村隆 英編 、1993 ）A,D家 計
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